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学 力 試 験

日 本 史
試験開始の合図があるまでに、次の注意事項をよく読んでください。
１．試験開始の合図があるまで、問題冊子を開かないでください。
２．解答用紙は、マーク用解答用紙と記述用解答用紙が両面に印刷されています。
　　マーク式の問題はマーク用解答用紙に以下の例のようにマークしてください。
　　（例）

解答
1 ㋐ ㋑ ● ㋓ ㋔ ㋕ ㋖ ㋗ ㋘ ㋙ ㋚ ㋛ ㋜ ㋝ ㋞ ㋟ ㋠ ㋡ ㋢ ㋣
2 ㋐ ㋑ ㋒ ● ● ㋕ ㋖ ㋗ ㋘ ㋙ ㋚ ㋛ ㋜ ㋝ ㋞ ㋟ ㋠ ㋡ ㋢ ㋣

 ※同じ解答欄に複数のマークをすることもあります
　　記述式の問題は記述用解答用紙に記入してください。
３． 机の上には、受験票・鉛筆・シャープペンシル・消しゴム・鉛筆削り（電動式は除く）・時計（時計機
能だけのもの）・眼鏡以外のものは置かないでください。

４． 問題・解答用紙の両方に必ず受験番号・氏名を記入してください。また、受験番号をマークしてくだ
さい。提出の前には記入漏れがないか再度確認してください。

５．問題は３問全問解答必須です。
６． 試験中に問題冊子の印刷不鮮明・ページの落丁・乱丁に気付いた場合、また問題の内容について質問
などのある場合には、手を挙げて監督者に知らせてください。

７．問題冊子の余白等は適宜利用して構いません。
８．配布された問題・解答用紙は試験終了後回収しますので、持ち帰らないでください。
◇携帯電話は、電源を切ったうえで鞄の中にしまってください。
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［問題１］　以下の江戸時代の終焉から明治初期の文章を読んで、後の設問に答えなさい。

長州藩は、八月十八日の政変で京都から追放されて以来、幕府による（ A ）も受けた。しかし、こ

の危機的状況を打開するため、坂本龍馬らの仲介により、長州藩と薩摩藩は密かに（ B ）を締結した。

この同盟は、両藩の共通の敵である幕府を倒すことを目的とし、後の戊辰戦争へと繋がった。戊辰戦争は、

新政府軍と旧幕府軍との戦いであり、（ C ）の戦いを経て新政府軍が勝利し、明治新政府の全国支配が

確立した。⑴江戸城の無血開城は、西郷隆盛と勝海舟の会談によって実現され、流血を避ける和平的な解

決が図られた。

その後、明治政府は中央集権体制を強化し、近代国家の形成を進めたが、言論の自由や政治参加を求め

る動きも高まり、⑵自由民権運動が全国に広がっていった。

問１　文中の空欄（ A ）にあてはまる、幕府が長州藩に対して行った処分は何か。以下の選択肢か

ら 1つ選び記号で答えなさい。解答は 1 にマークしなさい。

ア．下関戦争　　　イ．西南戦争　　　ウ．第一次長州征討　　　エ．第二次長州征討

オ．生麦事件

問２　文中の空欄（ B ）にあてはまる、長州藩と薩摩藩が締結した同盟の名称は何か。解答は記述

用解答用紙に記入しなさい。

問３　文中の空欄（ C ）にあてはまる、戊辰戦争の緒戦であり、新政府軍が旧幕府軍を破った戦い

を答えなさい。解答は記述用解答用紙に記入しなさい。

問４　下線部⑴が実現されたあと、東北諸藩が抵抗した。その勢力を何というか。以下の選択肢から 

1つ選び記号で答えなさい。解答は 2 にマークしなさい。

ア．蝦夷共和国　　　イ．奥羽越列藩同盟　　　ウ．甲陽鎮撫隊　　　エ．薩長同盟

オ．彰義隊
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問５　明治新政府は中央政府の組織の整備をし、廃藩置県後の官制改革では、太政官を正院・左院・右

院の三院制とした。このとき薩長土肥の 4藩の出身の実力者が入った政府を示す言葉を以下の選択

肢から 1つ選び記号で答えなさい。解答は 3 にマークしなさい。

ア．公武合体　　　イ．五箇条の御誓文　　　ウ．廃仏毀釈　　　エ．版籍奉還

オ．藩閥政府

問６　問５の政府に含まれない人物を 1人選び記号で答えなさい。解答は 4 にマークしなさい。

ア．岩倉具視　　　イ．大久保利通　　　ウ．三条実美　　　エ．桂太郎　　　オ．木戸孝允

カ．後藤象二郎

問７　明治時代に展開された下線部⑵は、中央政治だけでなく地方社会にも影響を与えた。この運動の

背景には、明治政府による中央集権化や、言論・集会の自由を求める国民の声の高まりがあった。

では、自由民権運動が地方社会に与えた影響として最も適切なものを、以下の選択肢の中から 1つ

選び、記号で答えなさい。解答は 5 にマークしなさい。

ア．外国貿易の拡大　　　　　　　　イ．都市部での産業革命の進展　　　ウ．農業技術の革新

エ．農村部での政治意識の向上　　　オ．地方自治体による教育制度の整備

問８　1884年に埼玉県秩父地方で農民らによる武装蜂起が発生した秩父事件の原因として最も適切な

ものを以下の選択肢から 1つ選び記号で答えなさい。解答は 6 にマークしなさい。

ア．欧米列強による外交的圧力の強まり

イ．地租改正によって土地所有者の税負担が軽減されたこと

ウ．都市部での労働者による賃金引き上げ運動

エ．農民が高利貸からの借金に苦しみ生活が困窮したこと

オ．明治政府による憲法制定と議会開設の準備

問９　自由民権運動の帰結の一つとして、1889年に発布されたものはどれか。以下の選択肢から 1つ選

び、記号で答えなさい。解答は 7 にマークしなさい。

ア．五箇条の御誓文　　　イ．大日本帝国憲法　　　ウ．東洋大日本国国憲按

エ．日本国憲法　　　　　オ．明治政府布告第一号
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［問題２］　1929年から 1941年の日本と世界の出来事が書かれた年表をもとに、以下の設問に答えなさい。

問１　年表の空欄（ D ）に入る出来事としてあてはまるものは何か。以下の選択肢から 1つ選び記

号で答えなさい。解答は 8 にマークしなさい。

ア．ヴェルサイユ条約に調印する　　　イ．関東大震災　　　ウ．シーメンス事件

エ．世界恐慌がはじまる　　　　　　　オ．ロシア革命がはじまる

問２　年表中の出来事のうち、日本の国際的な孤立を決定的にした出来事は何か。以下の選択肢から 

1つ選び記号で答えなさい。解答は 9 にマークしなさい。

ア．二・二六事件　　　イ．五・一五事件　　　ウ．国家総動員法公布

エ．国際連盟脱退　　　オ．ロンドン海軍軍縮条約締結

問３　下線部⑴ロンドン海軍軍縮条約の目的として最も適切なものはどれか。以下の選択肢から 1つ選

び記号で答えなさい。解答は 10 にマークしなさい。

ア．世界恐慌の影響を抑えるための経済協力

イ．日独伊三国同盟の成立を調整するため

ウ．列強間で海軍の保有量を制限し、軍拡競争を抑制するため

エ．日本の満州進出を国際的に承認させるため

オ．国際連盟の軍事力を強化するため　

年 出来事

1929 （　D　）

1930 ⑴ロンドン海軍軍縮条約締結

1931 満州事変勃発

1932 ⑵五・一五事件

1933 国際連盟脱退

1936 二・二六事件

1937 日中戦争始まる

1938 国家総動員法公布

1940 ⑶日独伊三国同盟締結

1941 太平洋戦争開戦



一般Ⅰ期　0127　日（5／11）

問４　次の記述のうち、1932年の五・一五事件に関するものとして正しいものを以下の選択肢から 1つ

選び記号で答えなさい。解答は 11 にマークしなさい。

ア．海軍の青年将校が首相を暗殺した

イ．陸軍の青年将校がクーデターの未遂事件をおこした

ウ．普通選挙法で男女同権を獲得するための市民運動

エ．日英同盟締結に反対する勢力の運動

オ．満州事変の国際的批判に対抗する外交的行動

問５　年表中の 1938年に公布された国家総動員法の目的として適切なものを、以下の選択肢から 1つ選

び記号で答えなさい。解答は 12 にマークしなさい。

ア．戦争遂行のため、国家が民間資源や労働力を計画的に統制・配分できる権限を持つため

イ．国民生活の安定と景気回復のため、国家が公共事業や金融政策を強化するため

ウ．国民の言論の自由を保障し、政党政治の成熟を促進するため

エ．労働者の権利保護や労働条件の改善を目的として、労働組合の活動を支援するため

オ．地方自治体に対し財政権限を集中させ、地域経済の自立と発展を図るため

問６　下線部⑶の日独伊三国同盟の説明として最も適切なものを以下の選択肢から 1つ選び記号で答え

なさい。解答 13 にマークしなさい。

ア．日本の太平洋進出を封じるために締結された

イ．枢軸国による相互防衛協定で、対英米戦争につながった

ウ．国際連盟を通じた平和維持の枠組みの一環であった

エ．国内の経済不況を緩和するための経済協定

オ．日中戦争を終結させるための外交交渉
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［問題３］　戦後の日本経済について述べた文章を読んで下記の設問に答えなさい。

戦後の日本において GHQ（連合国最高司令官総司令部）は、三井・三菱・住友・安田など財閥の解体

を命じた。また⑴農地改革の実施を求めて民主化政策がすすめられた。GHQは 1952年のサンフランシス

コ平和条約発効をもって日本から撤退をした。

その後の日本の経済は、⑵1950年代半ばから急速な成長を遂げた。この時期、労働人口は都市に集中し、

地方の過疎化が問題となった。しかし、国民は新たな消費文化を享受し、「三種の神器」と呼ばれる家電製

品が普及した。戦後の日本社会は、経済復興とともに大きな変化を経験した。都市部の生活は豊かになり、

（ A ）が「三種の神器」として家庭に普及した。また、大衆文化の担い手は、戦前のモガ・モボから、

（ B ）と呼ばれる新しい世代へと移行していった。彼らは、テレビやラジオ、映画などのメディアを通

じて新しい価値観に触れ、消費文化を牽引していった。

この急速な経済の成長期には太平洋側に製鉄所や石油化学コンビナートなどが建設された。政府の公害

対策は進まず、企業が長時間垂れ流していた汚染物質によって環境が破壊されて、公害病などの大気汚染

や水質汚濁が全国で深刻化した。その代表例として三重県四日市の石油コンビナートから排出された有害

物質や熊本県の（ C ）、富山県の（ D ）、新潟県阿賀野川の（ E ）が発生した。こうした状況を

受けて、1967年に公害対策基本法が制定され、1971年に環境庁が発足して政府や各企業の公害・環境の問

題の取り組みがはじまった。

問１　下線部⑴の農地は実際の耕作者が土地を所有するべきとされた。この農地改革についてあてはま

らないものはどれか。以下の選択肢から 1つ選び記号で答えなさい。解答は 14 にマークしなさい。

ア．小作農が土地を買い取り、自作農として独立することが推進された

イ．農地改革により地主の土地所有は全面的に禁止された

ウ．農地改革は農業生産力の向上や生活安定を目的として行われた

エ．農地改革により農村の経済的格差の是正が図られた

オ．政府は農地を上限面積ごとに買い上げ、分割して小作農に売り渡した
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問２　GHQは労働政策を推進し、1947年に労働省が設置された。このとき、労働者の権利を守るため

に労働三法が制定された。この労働三法にあてはまらない記号を以下の選択肢から 2つ選び、解答

は 15 にマークしなさい。

ア．労働安全衛生法　　　イ．労働契約法　　　ウ．労働組合法　　　エ．労働関係調整法

オ．労働基準法

問３　下線部⑵のこの時期の日本の経済状況について、適切なものを選択肢から 1つ選び記号で答えな

さい。解答は 16 にマークしなさい。

ア．復興期にあり、朝鮮戦争特需で景気が拡大しはじめた

イ．高度経済成長が始まり、国民の生活水準が向上し始めた

ウ．石油ショックにより、経済が停滞していた

エ．安定成長期に入り、成長率は低下したが安定した成長が続いていた

オ．バブル経済の進展により、不動産や株価が高騰していた

問４　文中の（ A ）にあてはまる、この時期（1950年代半ばから 1960年代前半頃）に普及した家電

製品の組み合わせはどれか。以下の選択肢から 1つ選び記号で答えなさい。解答は 17 にマークし

なさい。

ア．エアコン・電子レンジ・ステレオ　　　イ．自動車・テレビ・電子レンジ

ウ．冷蔵庫・洗濯機・エアコン　　　　　　エ．冷蔵庫・洗濯機・テレビ

問５　下線部⑵から経済が上昇するこの時期、戦後の新しい文化を享受した若者世代を指す言葉として

文中の（ B ）がある。Bにあてはまるものは何か。解答は 18 にマークしなさい。

ア．新人類　　　イ．団塊の世代　　　ウ．団塊ジュニア世代　　　エ．氷河期世代

オ．ゆとり世代
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問６　日本経済が飛躍的に発展した要因としてあてはまらないものを 1つ選び記号で答えなさい。解答

は 19 にマークしなさい。

ア．安定した国際環境と原油価格、石油化学工業の発展

イ．豊富で安価な労働力と高い貯蓄率

ウ．設備投資と個人消費による内需の拡大

エ．植民地からの豊富な資源と市場

オ．社会資本の整備と技術革新の進展

問７　公害病について文中の空欄の（ C ）、（ D ）、（ E ）にあてはまるものを選びなさい。

　　　Cの解答は 20 、Dの解答は 21 、Eの解答は 22 、にそれぞれマークしなさい。

ア．赤潮　　　　　　　　イ．アスベスト　　　ウ．イタイイタイ病　　　エ．光化学スモッグ

オ．土呂久砒素公害　　　カ．新潟水俣病　　　キ．水俣病



一般Ⅰ期　0127　日（9／11）



一般Ⅰ期　0127　日（10／11）



一般Ⅰ期　0127　日（11／11）




